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第 5 章では、第 3 章で述べたヘマトクリット量測定部の温度補正回路について述べている。赤血球
検出信号電圧は、周囲温度の上昇により増加するので、この影響を変形スイープ回路を用いて補正し
ている。
第 6 章では、ヘモグロビン量測定部よりのアナログ電圧V を A-logV (Aは定数)に比例したディ
ジタル出力を得ることができる変換回路について述べている。この方式は、従来の方式に比べて回路
構成が簡単で、ある。





























第 8 章には、 (1)、磁性薄膜記憶装置で、記憶容量が一定の場合、読出電圧が最大になるような語数
とけた数の関係が求められている。このような関係は、従来、明らかにされていなかったものである。
(2)、周辺回路として、可変ストロープパルス発生器の構成法が 2例述べられている。これらの方法は、
従来の方式に比べて回路構成が簡単で、集積化が容易な点ですぐれている D
以上の研究結果は、この方面に関する工学および、工業上の進歩に寄与するところが大である。よ
って、博士論文として価値あるものと認める。
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